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 本研究は明治以降昭和 20 年までの近代日本の中国語教育の関係書における擬声語を研

究の対象にし、その形態構造、意味分野、音声構成、音象徴の特徴から擬声語の実態を考

察した。この研究は語群の語形、語義、音韻から、それらの擬声語の実態を究明すること

を通して、近代日本の中国語教育における擬声語を代表とする中国語の習得状況と近代日

本人が持っていた中国語に対する認識状況を指摘した。  

 先行考察は、近代日本の中国語教育関係書の歴史的特徴（ 関係書の利用実態、当時の教

育方法と目的に応じた特徴）、関係書の中の擬声語の位置づけ、日中の関係書の研究現状と

中国語擬声語の先行研究を見た。この考察によって、近代日本の中国語関係書における擬

声語の研究の可能性を提起した。それで、中国語関係書及びその中の擬声語（ 用例・ 語釈

を含む） を取り出して詳細に検討する。  

 擬声語の音節パターンの特徴を型別及び各型の擬声語の分布状況からみると、中国語関

係書にいて基本型とされるA型、AA型、AB（ AB）型の擬声語は常用されているのに対して、

3 音節以上と特殊型の擬声語は少なく 、使用度も高くない。児化擬声語は中国語関係書に

おいて頻繁に出現していた現象が目立っている。型別に対応する児化擬声語の分布状況の

差異が存在している。例えば、常用型のA型、AA型、AB型において多くあるのに対して、

ABB型、ABA型、AABB型、ABCB型、ABCD型、AAAB型などの特殊型の擬声語には見られない。

また、中国語関係書の擬声語は形態表の記符号の使い方において規範問題が存在している。

つまり、中国語関係書の擬声語には、形態の規則性、語音形式の安定性と規範性を欠いた

状況があった。この状況は擬声語の収集・ 記録方法、近代日本人学者の中国語の認識・ 習

得の程度などと関わっている。さらに当時の中国語擬声語の実態を知るために、中国語の

語音と意味の関わりをめぐって中国語擬声語の状況を検討する必要がある。  

 本論では中国語関係書の擬声語の意味分野を「 人の声」、「 動物の声」、「 自然現象の音」、

「 動作に関わる音」、「 物の音」（ 衝撃の音、破裂の音、摩擦の音、鳴る音の下位分類を含む）

に分類した。意味分野別による中国語関係書の各型の擬声語の分布状況を見ると、動物の

鳴き声と物の音は最も多い。すべての意味分野には、A型、AA型、AB（ AB） 型の擬声語は

最も頻繁に見られるものである。AA型と AAA型は動物の鳴き声に最も多く用いられ、AB型

は物の音、AABB型は人の声が多いというような対応関係も明瞭に見て取れる。つまり、意

味分野に対応する各型の擬声語の分布状況によって、異なる型別の擬声語が持つ独自の音

声描写の特徴がわかった。型別全体の擬声語の分布状況には、意味分野別によって擬声語

の語数は大きな差が見られる。このように、意味分野の型別に対応する擬声語の分布状況

によって、擬声語全体はバランスよく用いられていない傾向が見られる。『 萬物聲音』と『 北

京語の味』 を代表とする中国語関係書における擬声語の形態構造（ 型別の種類、各型の使

用割合）、意味分野の種類、型別と意味分野との対応状況を現実の中国語擬声語の状況との

対照を通して、『 児女英雄伝』における擬声語と近代日本の中国語関係書における擬声語の

音節パターンの使用自由度及び意味分野においての分布が比較的なコントラストを示して

いることが見られた。  

 中国語関係書の擬声語の音韻構成（ 声母・ 韻母・ 声） の検討で、破裂音（ k を除く ） と

少数の破擦音（ j ・ z・ c） の声母、単韻母・ -ng韻母の韻母が最も頻繁に使われる音韻から

見れば、中国語関係書の擬声語の音韻には、活発な音韻の組み合わせが少なく 、現実の中

国語と同様、中国語関係書の擬声語の声調には第1声が最も多く 、非常に顕著な出現頻度



を持っている。音韻状況の考察結果として、中国語関係書における擬声語の実態は経済的・

便利的な音韻特徴が容易に受け入れる中国語を呈する近代日本の中国語実用語の教育に応

じているということである。 

近代日本人の学者が持っていた中国語の言語音及びその意味に対する認識のもう一面を考

察するために、擬声語の用例・語釈の意味特徴を分析することを通して、語頭音節の声母、

韻母、声調の音象徴的な意味を詳細に検討してみた。それによって、破裂音と一部分の破

裂音の声母と単韻母/ a， u， i /・ 複合韻母/ua/・ 鼻韻母などの常用された音韻の音象徴が

はっきりと窺えた。また、一般的な音象徴的意味が中国語の音韻に見られる。例えば、対

抗の運動状態或いは（ 力）強さのある運動のイメージが/b，p，d，t，g/の音象徴において、

ある程度の一致性とされる。常用韻母の/a，u，ua，-ng/などは持つ大きさ・ 強さ及びそれ

らの対立のイメージが普遍的に見られる。このように、擬声語の声・ 韻・ 調の選択状況か

ら見ると、それらの利用頻度のアンバランスと集中的な傾向が窺える。一方、自然音の特

徴から見ると、それらの共通点が認識されやすく 、言語音で表現されやすいのである。さ

らに、近代日本人（ 学者） が持っていた中国語擬声語に対する認識からいうと、中国語の

言語要素の内部及び語音、語義などの間、習得差異が存在しているようであろう。  

 まとめてみると、実際、中国語関係書の擬声語の形態構造、意味分野、音韻構成、音象

徴の実態からみると、近代日本の中国語教育における中国語は語彙の範囲・ 広さ、語と音

韻の認識の深度・ 全面性などの方面でまだ至っていないところがある。つまり、近代日本

の中国語教育は一定の程度中国語実用語の習得に限らず、ある程度言語研究の努力もして

いたのである。この考察の結果は中国語関係書の言葉の確実さ・ 真実さ、つまり、中国語

関係書における語彙はどのようであるか、またそれらの資料は当時の北京語口語の実態を

反映する面で、全面的であるかどうかという問題に対するある程度の解答となり得る。 

 その原因というと、日中言語・ 文化の差異は中国語の習得、（ 近代） 日本人が持っていた

中国語に対する理解に困難を与えるに違いない。擬声語の一点に絞っていうと、一言語は

子音・ 母音の組み合わせによって、複雑な音響も模倣できることは確かであるが、現実の

音響と言語表現の対応特徴から見ると、民族間の根本的な感覚の相違はともかく 、ある程

度の隔たりが存在している。そして、異言語の教育・ 学習において、その隔たりを克服す

ることは難しい。従って、異言語に対する全面的或いは系統的な認識をできるために、異

文化に対する理解がどうしても必要である。  
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